

























































価した．その結果，両ヒドロゲルは，PNIPAの LCST以上の温度である 40 ºCにおい
て，VB12 を放出した．しかし，CIT で架橋した CS-PNIPA ヒドロゲルは PNIPA の
LCST以下の温度である 25 ºCにおいても VB12を放出し，薬物保持ができなかった．
一方で，NaTPPで架橋した CS-PNIPAヒドロゲルは 25 ºCではVB12を保持していた． 
上記の結果から，架橋剤としては NaTPP が最適であると判断し，詳細な検討に用
いる架橋剤として選定した．CSおよび PNIPAの濃度の検討を，それぞれ 0.5 w/v%～
3.0 w/v%および 1.0 w/v%～3.0 w/v%の範囲でヒドロゲルを合成し，VB12の放出挙動
を評価した．その結果，CSおよび PNIPAの濃度が高いほど，モデル薬物として用い
た VB12 の保持能力と温度に応答して薬物を放出する性能が向上した．特に，3.0 
w/v%CS–3.0 w/v%PNIPAヒドロゲルは 25 ºCで VB12を全く放出せず，40 ºCでは瞬時
に VB12を放出し，加温 1分後の VB12放出率は 50%に達した．以上の結果から，架
橋剤として NaTPP を用い CS-PNIPA の濃度をともに 3.0 w/v%とすることにより，感
熱性ヒドロゲルとして適した性能を有することが分かった． 
第 3 章では，pH に応答して薬物を放出するキャリアとして，無機層状化合物であ
るリン酸ジルコニウム（ZrP）を剥離することにより得られる ZrP ゲルについて評価
した．  

















した α-ZrP ヒドロゲルへの固定化を試みた．さらに，α-ZrP のイオン交換能を利用し





の異なる α-ZrP の特性を評価することとした．ZrP を合成する際のリン酸の濃度を変
更することで，メディアン径が 0.73 μm，1.56 μm，および 1.92 μmの α-ZrPを合成し










その結果，α-ZrP ヒドロゲルのリン酸基の H+と BFS の Na+との間のイオン交換と，
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次世代型 DDS 材料となり得る温度および pH に応答するヒドロゲルとして，CS-
PNIPAヒドロゲルおよび α-ZrPヒドロゲルの選択肢を与えることができ，さらに高度
な薬物放出のシステム構築ができると期待できる．  
